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『四つの 四重 奏』(FourQuartets,1943年)1は 、T.S.エ リオ ッ トの最 後の詩 であ る。 こ

の詩 は 「バー ン ト ・ノー トン」「イース ト ・コー カー」 「ドライ ・サ ルヴェイ ジーズ」 「リ

トル ・ギディ ング」 で構成 されている。 テーマは時間を扱 い、主 な時間は3つ ある。 レイ

ンに よれば、1番 目は私た ちが生 きている正常 な継起的時 間、2番 目は変則不可能 な同時

的時 間、3番 目は神秘 的体験 で、時間の外 で起 こるが、時 間の中で しか思い 出す こ とがで

きない もので ある。 「ドライ ・サ ルヴェイジーズ」 でエ リオ ッ トが、無 時間 と時 間が交差

す る点 と呼 んで いる ものである。2

時 間のテーマ の中で、エ リオ ッ トは古今 の本 か らの引喩や引用 を した り、鋭 い対照 をし

た りして、実 に多様性 に富 んだ詩 を構成 させ ているが、 そ こには また、 さまざまな花 が描

か れ て い る。rose,sunflower,clematis,dahlia,snowdrop,hollyhock,bramble,thyme,

strawberry,briar,lavender,maytime,hedgerow,nettleな どであ る。 これ らの植 物 は詩

中で単 なる形容 の働 き以上 の重要 な役割 を担 っている。

花 は詩 のテーマ と関連 し、その鮮 明な視覚 的イメージに よって、作 品の印象 を深 めるの

に役立 ち、 その色彩 の相乗効果 に よってある種 の神秘感す ら与 えている。エ リオ ッ トの用

いた技巧 の うち、花 のイメージが暗示す る ものを、季節 とのかかわ りの中で考察 してみた

い ○
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まず、バ ラについ て考 えてみ る。バ ラは詩 中で重要 な役割 を果た してい る花 で、エ リ

オ ッ トが描 くのは通常 のバ ラだけでな く、野バ ラ もある。野生種 には白色 や ピンクが かっ

た赤色 の単弁が5枚 ある。 『四つの 四重奏』 の最初 の詩 であ る 「バ ー ン ト ・ノー トン」 は

イ ング ラン ドのGloucestershireに ある古 い荘 園であ る。詩 の冒頭 はそ の荘 園のバ ラ園で

始 まる。

Footfalls echo in the memory 

Down the passage which we did not take 

Towards the door we never opened
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Into the rose-garden. My words echo 

Thus, in your mind.  [...] 

        Other echoes 

Inhabit the garden. [...1 

There they were, dignified, invisible, 

Moving without pressure, over the dead leaves, (Burnt Norton I, 171)

バ ラ園は過去の経験世 界であ り、若 き日の幸せ な体 験 を象徴 してい る。記憶の 中で足音の

コダマ を響 かせ なが ら、 まだ開けた ことの ない ドアに向かいバ ラ園へ入 って行 く。 コダマ

について、 レインの解 釈 によれば、 コダマ とい うの は音響 的条件 を要求す る。 とくに閉 じ

込め られた状態 、音 を捉 え、音 を反響 させ る堅 い表面 を必 要 とす るが、 この庭 にはそ う

い った ものはない。いずれ にせ よ、 コダマ は一種の 垣久性 を持 ってい る。彼 らは庭 に棲 息

してい るか らだ。彼 らは私た ちの後 ろにいて、そ こか ら私た ち も、彼 らも行儀正 しく動 き

始 め た。彼 ら とはバ ラ園に生息す る コダマで しか あ りえない…彼 らは亡霊 であ るがゆ え

に、 コダマ なのだ。亡霊 とは、い わば人 間が死 後 に残 してい くコダマで ある。3バラ園 に

棲 息す る過去の亡霊 を表象す るコダマの イメー ジは、神秘的体 験の時間 に属す る ものであ

る。

さらにバ ラ園 を進んで行 くと、水 溜があ る。水溜 は乾 き、縁 は茶色 になってい る。 しか

し水 溜 に 日光 の水 が満 ちて蓮(lotUS)が 伸 びて くる。水 面が光 の真芯 か らき らめ き、 コ

ダマが水溜 に姿 を映 してい る様が描かれてい る。

Dry the  pool, dry concrete, brown edged, 

And the fool was filled with water out of sunlight, 

And the lotus rose, quietly quietly, 

The surface glittered out of heart of lights, 

And they were behind us, reflected in the pool. (Burnt Norton I, 172)

水 溜 に蓮の花 が浮かび上が って咲いてい るイメー ジは、過去の体験 に内在す る意義が顕示

されて きた ことを象徴 す る。ス ミスの指摘 によれ ば、蓮 はよ く知 られた ヒン ドゥー教の象

徴 であ る。 また古代 エ ジプ ト人の間では 日々生 まれ変わ る幼い太陽神 ホルス につ きものの

神 聖 な植物 である。仏教芸術 では仏陀が ホルス神 の ように花弁 の真 ん 中に座 って描かれ、

また04y∬ の で は夢 と関係 が あ る。4水溜 の中 で咲 く蓮の花 の台 は仏 陀 を載 せ る もので、
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イ ン ドにおい ては西洋 のバ ラに相 当す る意味 を持 ってい る。バ ラ とキ リス トとの 関係 は、

蓮 の花 と仏陀 のそれ と同一 であるこ とか ら、バ ラ園は魂 の 目覚 めを象徴す るイメージ と考

え られる。バ ラ園で聞こえる足音 は、亡霊 としてのコダマの思 い出である。 そ してその コ

ダマの棲 息す るバ ラ園は、エ リオ ッ トの追求す る静止 点(stillpoint)を 見 出す場 所 とな

る。

『四つ の四重奏 』 の2番 目の詩 「イース ト ・コー カー」 は、 イング ラ ン ドのSomerset

州、Yeovil近 くの村 で、エ リオ ッ トの祖 先が17世 紀 中頃 まで住 んでいた。 この地で エ リ

オ ッ トは、魂 の 目覚 めへ の第一歩 を踏 み出す こ とになる。祖先 の地へ 向か う道す が ら、心

の迷 いを表す イメージが野バ ラの茂 み(bramble)を 通 して描 かれている。

In the middle, not only in the middle of the way 

But all the way, in a dark wood, in a bramble, 

On the edge of a grimpen, where is no secure foothold, 

And menaced by monsters, fancy lights, 

Risking enchantment. (East Coker I, 179)

野バ ラの茂み の中、足場 の危 ない沼 の縁 、 また暗 闇の森 にあっては妖精が灯す鬼火が 人間

を惑 わす。祖先 の地 にあって、エ リオ ッ トは人生 の探検 を試 み ようとする。

181)(East Coker IV,

If to be warmed, then I must freeze 

And quake in frigid purgatorial fires 

Of which the flame is roses, and the smoke is briars.

こ こでの野バ ラ(briar)は 、前述 のbrambleと 同様 にバ ラ科 に属 す る刺 のある灌木 であ

るが、brambleに は黒苺 の実がな り、briarに はさまざまな色 の花が咲 く。煉獄 の火(frigid

purgatorial且res)に 身 を任せ て、救い を待 たね ばな らない。神 の愛 によって温 め られる

には、一度煉獄 の火 と氷 の苦患 を抜 けなければな らない。 ス ミスは 「バ ラの愛 と棘 の苦痛

は救 済 を象徴 す る」5とい う。 バ ラはキ リス トを象徴 し、人類 を救 済す るため に頭 に戴 い

たイバ ラの冠、 そのイバ ラに咲 くバ ラを暗示 している。つ ま り浄 罪の火 は、キ リス トの受

苦 を象徴す るバ ラであ り、 また浄化 の煙 は野生 のバ ラである。バ ラは煉獄 の中での精神 的

な生、{光惚 の瞬 間を表す と考 え られる。
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『四つの四重奏』 の3番 目の詩であ る 「ドライ ・サル ヴェイジーズ」 は、Massachusetts

州、CapeAnnの 沖合の岩礁 群 の名前 である。詩人 はイ ン ドの神 クリシナの言葉 を手掛か

りに、過去 を未来 との関連 においてバ ラとラベ ンダー を描いてい る。

I sometimes wonder if that is what Krishna meant  — 

Among other things — or one way of putting the same thing: 

That the future is faded song, a Royal Rose or a lavender spray 

Of wistful regret for those who are not yet here to regret, 

Pressed between yellow leaves of a book that has never been opened. 

                              (The Dry Salvages  III, 187)

未来 は、いずれは過去 となることが花 の イメー ジで描かれてい る。 ロイヤル ローズや ラベ

ンダーの花枝 が、 まだ開かれた ことの ない本の黄 ばんだペー ジに挟 んで、 まだ生 まれて こ

ない人 々の死 を悼 み悲 しんでい る。 ラベ ンダー は、多年生の草花で青か薄紫の芳香 あ る花

が咲 く。 これ を押 し花 に した り、乾か して書物 に挟 んだ りす る風 習が古 くか らあ り、衣類

の虫除 け として も使 われた。その効能か ら、 この一節 につ いて ミル ワー ドは、「将 来 を過

去 とい うパ ラ ドキ シカル な言葉 を用いて、後悔 のため にこの世 にまだ生 まれぬ者のため に

憂 わ しい悔 恨を表す」6と述べ ている。 ロイヤルローズ(RoyalRose)は バ ラの品種 で はな

く、品格 のあ るバ ラとい う意味 であ る。バ ラ戦 争(1455-85)を 連 想 させ 、 ヨー ク家 とラ

ンカス ター家の死 者 を呼 び起 こす。 しか し死者 に歴史 を語 らせ よう とい うので はない。時

間の中での人間が営んで きた歴 史 も、やがて終わ る日が来 ることを花の イメー ジで表象 し

てい るのであ る。

『四 つ の 四 重 奏 』 の4番 目の 詩 で あ る 「リ トル ・ギ デ ィ ング」 は イ ン グ ラ ン ドの

Huntingdonshireの 村落 で、17世 紀初 め国教会 の共 同生活 が行 われ た所 で あ る。人 間お

よび人間 を取 り巻 くすべての ものの終焉の姿が描かれてい る。

(LittleGiddingIr,192)

Ashonanoldman'ssleeve

Isalltheashtheburntrosesleave.

Dustintheairsuspended

Markstheplacewhereastoryended.
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ここでの 「バ ラは燃 えて灰 になる」 は、第2次 世 界大戦 中の ドイッ戦 闘機 に よるロ ン ドン

爆撃 に関係 し、死 の意義 を表 した ものであろ う。破壊 は復活 を意味せ ず、なん らの創造 を

も約 束 しない。美 しいバ ラも燃 え尽 きれば微 量の灰 にな って しま う。バ ラの燃 えた灰 は、

誕生 か ら死 に至 る1つ の物語が終 わった証 である。万物 は塵 に帰 る とい うことを示 してい

る。 フライは 「17世 紀 の多 くの作家 は、一輪 の花 を燃 や し、それ も大抵 はバ ラの花 を燃

や して灰 に し、 そ してその灰 の上 に残 る花 の亡霊 を見 る とい う奇妙 な実験 に魅せ られてい

たが、それ は明 らか に不 滅性 、あ るいは少 な くと も時 間の 中に存 在す る物質 の恒 久性 と

いった、 どち らと も決 定 しが たい議論 を醸 し出 した」7とい う。 人生 の末路 は一 つ まみ の

灰で ある。老人 の袖 につ いたバ ラの燃 えた灰 は、 人生 の最終 の死 のイメージ として、 この

コ ンテクス トに適切 なイメージである。

リ トル ・ギディ ングの教会 は、死者 の憩 いの地 を も意味す る。戦 いの勝者 も敗者 も、 こ

の祈 りの地 にあっては、 その行為 は浄化 され、故 人は安 らかに眠っている。

198)

Quick now, here, now, always — 

A condition of complete simplicity 

(Costing not less than everything) 

And all shall be well and 

All manner of thing shall be well 

When the tongues of flame are in-folded 

Into the crowned knot of fire 

And the fire and the rose are one. (Little Gidding  V,

ここでは、火 とバ ラは1つ になるこ とが描 かれている。バ ラは愛 の象徴 であるが 、無 数の

炎が結 ばれて作 りなす王冠 とバ ラ とが重 な りあっている。 これは神 の愛 の完成 、静止 点の

表象 である。す なわち、 この一節 に見 られるバ ラは神 の愛 であ り、キ リス トの愛 との合体

を意味 している。

エ リオ ッ トは、バ ラの イメ ー ジを通 して、「バ ー ン ト ・ノー トン」 で過去 の幸福 な瞬

間、愛 の体験 を示唆 し、「イース ト ・コーカー」で浄化 の炎 が愛のバ ラであ ることを希求

し、 「リ トル ・ギ ディ ング」 で浄化 の火、 ペ ンテ コス テの火 の イメージで神 の愛 を暗示 し

た。炎 と愛 のバ ラが一体化 したイメージは、 明確 な救済 の ビジ ョンである と言 える。

一25一
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エ リオ ッ トの描 く春 夏の花 を見てみ る。春 はサ ンザ シの季節 であ る。サ ンザ シは植物学

的 に多少の差があ るが、hawthorn,hedgerowthorn,white-thornと 呼 ばれる。5月 になる

と、 イギ リスの田舎で よ く見かけ、生垣や野辺のいた るところで 白や ピンクや赤の小 さな

花 をつけ る。 この ことか らサ ンザ シは、5月 に咲 く花(may且ower)と も言 われる。

        If you came this way, 

Taking the route you would be likely to take 

From the place you would be likely to come from, 

If you came this way in may time, you would find the hedges 

White again, in May, with voluptuary sweetness. (Little Gidding I, 191)

サ ンザ シの花 で生垣 は白 くな り、むせか える甘美 な香 りを放つ。森 山の説明 による と、 こ

の植物 は イギ リスの初 夏 を代表す るもので、 白い花 を咲かせ る。木の高 さは人の背丈 ぐら

いか、4～5メ ー トル に及ぶ もの もある。 白のほか赤や ピ ンクの花 もある。花 は直径8ミ

リか ら2.5セ ンチ ぐらい まであ り、秋 には赤 または榿色 の実 が なる。8また夏 には、 ひまわ

り(sun且ower)や ク レマ ティス(clematis)が 自然界 を彩 る。

Time and the bell have buries the day, 

The black cloud carries the sun away. 

Will the sunflower turn to us, will the clematis 

Stray down, bend to us, tendril and spray 

Clutch and cling? (Burnt Norton IV, 174)

この ように、ひ まわ りの花 の動作 や クレマチスの巻 きひげが、 しっか りとまとわ りつ く印

象 を強めてい る。 ひまわ りは大 きな黄色い花で、向 日性があ り、 日の 出か ら日没 まで太陽

の軌道 を追 う。 また、 クレ・マテ ィス は、美 しい 白い花が咲 き、 よい香 りのす るつた に似た

植 物で ある。 ス ミス は、「ひまわ りはキ リス ト、 クレマチス はマ リアを連想 させ 、それが

振 り向 くの は再生 を意 味す る」9と解釈 して いる。 ひまわ りが顔 を向 け、 ク レマチ スが さ

迷い降 りて顔 を寄せ、巻 きひげや花 の小枝 が まつ わ りつ くとい うイメージは、再生 を暗示

してい ると考 えられ る。

「イ ース ト ・コー カー」で は、詩人 は祖先 ゆか りの地 を訪 れ、歴 史の重 み を噛み しめ、



「四つの四重奏』に見る花

人生 の意義 につ いて瞑想す る。村 に続 く小道 には、ダ リア(dahlia)が 咲い てい る。

       In a warm haze the sultry light 

Is absorbed, not refracted, by grey stone. 

The dahlias sleep in empty silence. 

Wait for the early owl. (East Coker I, 177)

これは催 眠にか かった ような村 の光景 である。風 もな く陽光 を一杯 に浴 びている村 は、け

だるい温気 に包 まれてい る。誰 もい ない静寂 の中 に眠 ってい るイ メージ を表象 す るため

に、 ダ リアの花が描 かれている。何 も動 いていない村 は、 まさに仮 眠状態 でダ リアは何 も

語 って くれない。 それゆえに亡霊が現 れる夜 の静寂 を待 たねばな らない。

エ リオ ッ トは、祖先 の地 で昔 の村 人の亡霊 に出会 える ように思 えた。亡霊 が奏 でる笛 や

太鼓 の音 や農 夫 たちが、かが り火 を囲んで踊 る様子 を見て、大 地の下 に眠 ってい る昔 の

人 々の生活 を思 い起 こす。

         In that open field 

If you do not come too close, if you do not come too close, 

On a summer midnight, you can hear the music 

Of the weak pipe and the little drum 

And see them dancing around the bonefire (East Coker I, 177)

これは夏 の真夜 中に聞こえる笛や太鼓 の音楽 、かが り火 を取 り巻 いて踊 る姿 である。遠 い

昔 の村人 たちの踊 りばや しの音 は、霊 の耳 を よく澄 ま して聞かなければ捉 え られない。 リ

ズ ムにのって踊 る さまは、息づ く四季 を生 きていた時の姿 である。それは四季 の時の リズ

ムで ある。 そ して、 この亡霊 を見 て、エ リオ ッ トは"inmybeginningismyend"(East

CokerI,177)を 確信 し、祖先 のい た故 郷 は 自分 の埋葬 に適 した場所 であ るこ とを知 る。

祖先 の地 は幾世代 もさかのぼった故郷、 自己存在 の始 まった大地 である。村 人は生前 、 自

然 の季節 の リズ ムで暮 ら してい た。季節 について トラバ シーが、「連続 した普通の季節 の

外 の季節 の感覚 で、対立す る ものの統合 であ り、 自然 の図式 を超 えた精神 的な新 たな具象

である」10とい うように、 ここで は 自然 の継 起 的時間 を超 えて、生 と死 の世代 の合一 を暗

示す る。 これは3番 目の時間の範疇 で、 時間の外 で起 こるが 、時間の中で しか思 い起 こす

こ とが で きない、詩人 の神秘 的な体験 である と考 え られる。
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次 に 、 「リ トル ・ギ デ ィ ン グ 」 で 、 イ ラ ク サ(nettle)が 描 か れ て い る 。

Attachment to self and to things and to persons, detachment 

From self and from things and from persons; and, growing between them, indifference 

Which resembles the others as death resembles life, 

Being between two lives — unflowering, between 

The live and the dead nettle. (Little Gidding III, 195)

イ ラ クサ は刺 毛 が多 く、 野辺 に生 えて雑 草 の 中で も厄 介 な草 であ る。 こ こで はliveと

deadが 対 照 されてい る。liveは 刺毛 の活発 なこ とを表 し、deadnettleは オ ドリコソウ と

い う草で イラクサ に似 てい るが、刺毛 を持 た ないの でdeadnettleと い う名が ついたので

あ ろ う。 森 山 の解 説 に よ る と、livenettleはattachmentの 形 象 と して、deadnettleは

detachmentの 形 象 と して用 い られてい る。世俗 的な もの に対す る愛 着が強 い人はイキ イ

キ して見 える し、世俗 的 なもの か ら離脱 した生 は、生命力 が枯 渇 した ように映 る。11この

ことか ら、エ リオ ッ トは イラクサ に触 れ ると付 着す る性質の有無、そ してそれ を生命の強

弱 に こ とよせ て、視 覚 的 に表現 した もの と言 え る。 イ ラ クサ と してlivenettleとdead

nettleは 、見か けはそっ くりで も全 く違 う生態か ら、物や人 に愛着 を示 す もの、物 や人あ

るい は自己か ら離脱 す る形象 と して描かれてい る。そ して この中間 に育つ無関心 は花 を咲

かせ ない と、 この一節 は述べてい る。

V

秋 冬 に咲 く花 を見てみ る。 エ リオ ッ トは1934年 、Cotswoldsの 領主 の邸宅 を訪 れ、バ

ラ園 に感銘 を受 けて、過去 の亡霊 の コ ダマが棲 息す るバ ラ園 のイ メージ を 「バ ー ン ト ・

ノー トン」で描いた。季節 は秋 で、野バ ラの茂 み(shrubbery)が 見 られ る。

There they were, dignified, invisible, 

Moving without pressure, over the dead leaves, 

In the autumn heat, through the vibrant air, 

And the bird called, in response to 

The unheard music hidden in the shrubbery, 

And the unseen eyebeam crossed, for the roses 

Had the look of flowers that are looked at. (Burnt Norton I, 171-172)
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過去 の亡霊 である コダマが、堂 々たる風格 で秋 の熱気 の中、枯葉 を見下 ろ しなが らふわふ

わ飛 びまわ り、 また野バ ラが見 て もらいたい花 の眼差 しだったので 目に見 えない視線 が交

差 した、 と語 ってい る。 このバ ラ園の イメージ は、 回る世 界の静止点"atthestillpoint

oftheturningworld."(BurntNortonII,173)へ と、詩の中心的 な ビジ ョンへ導 くこ と

になる。 ここで の野バ ラは、時間の外 で起 こるが 、時間の中で思 いだす神秘 的体験 に彩 り

を与 えている。

次 に 「イース ト ・コーカー」 は、エ リオ ッ トの祖先 の故郷 とい うだけでな く、 この地の

すべ ての ものに、17世 紀 の雰 囲気 が息づい てい る。次 の一節 は、祖先 の地 を訪 問 した時

のこ とを述べ ている。

178),(East Coker  II

What is the late November doing 

With the disturbance of the spring 

And creatures of the summer heat, 

And snowdrops writhing under feet 

And hollyhocks that aim too high 

Red into grey and tumble down 

Late roses filled with early snow?

季節 は11月 末で あ るに もかか わ らず、 自然 は春 さなが らの大騒 ぎで、 ス ノー ドロ ップ

(snowdrop)の 花 が踏 まれて悶え、 タチ アオイ(hollyhock)の 花が赤 か ら灰 色 に変 わ り、

遅 咲 きのバ ラに初 雪が積 っ てい る情景 が描 か れ てい る。 フ リース の説 明 に よる と、 ス

ノー ドロ ップ は春 の早い先触 れ をなす花 で、雪 が溶 けて しまわ ない うち に咲 くこと もあ

る。2月2日(聖 燭 祭)に 咲 くとこ ろか ら、2月 の妖精(FebraryFairyMaids)と 呼 ば

れる。伝説 ではアダム とイブが楽 園か ら追放 された ときは冬 であったが、天使が春 は必ず

来 る といって2人 を慰 めた。 その証拠 に天使が 降 り注 ぐ雪片 に息 を吹 きかける と、それが

落 ちた ところ にス ノ ー ドロ ップが芽 を出 した。 ス ノー ドロ ップが足下 で 身悶 える とは、

人 々に新た な生活 を強 いる春 の どよめ きを意味す る。12また、 タチ アオイは、ア オイ科 の

植物 でウスベ ニタチ アオイに似 ている。高望 み しす ぎる タチアオイの花 は、赤 か ら灰色 に

変 わって転 落す る(336-7)。 したがって、 ここで はタチアオイの花 を、高い理想 を掲 げす

ぎる人 のイメージで捉 えている。高 く背伸 び しているだけに、落下 の勢 いは相 当な もので

ある。11月 の末頃 は普通 な ら霜が 降 りて、植物 は枯 れて姿 を消す のだが、初春 のス ノー

ドロ ップの花が咲 いた り、遅咲 きのバ ラが咲 いた ところに雪が 降る といった情景 に、季節
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の リズム に乱れがあ ることを窺わせ る。

冬 の最 中に も花 が 見 られ る。 イブ キ ジ ャ コウ ソ ウ(wildthyme)と 野 イチ ゴ(wild

strawberry)が 、次の ように描かれてい る。

Wait without thought, for you are not ready for thought: 

So the darkness shall be the light, and the stillness the dancing. 

Whisper of running streams, and winter lightning. 

The wild thyme unseen and the wild strawberry, (East Coker  III, 180)

森 山 によれば、ジ ャコウソウはランナー を出 して繁殖す る野草で、葉 に芳香 があ る。夏 に

うす紫 の花 をつけ る。花 は蜜が多いので、蜂が群が る。甘 さの シンボル、妖精の棲 家 と考

えられた。野 イチ ゴは、本来 は初 夏 に花 をつ け、夏 に実が なる。野生の もの は花 も実 も小

さい。 これ らの植物 は夏 の情趣 をそそ る。13どち ら も夏 の花 であ るが 、冬 の情景 と して形

象 されてい る。 この季節 の乱れが表す ことは、信仰 も愛 も望み も、待つ ことの 中にあ るの

で、考 えず に待 たねばな らない ことにあ る。その うち闇が光 にな り、静止 していた ものが

踊 りだすか らであ る。ただ待 つ ことが暗闇か らの脱出方法であ る。同様 に冬の稲妻 も本来

夏の ものであ るが、い ま陰醗 な冬空 に光 る一条の光明であ り、心の眼 を開 けばいつで も見

える。つ ま り、夏の季節 に見 られ るもので も、冬 に見 ることがで きるのであ る。冬の情景

は心眼 に映 るものであ って、実在 しな くて も心 に再現 しうる ものであ る。

心眼で見 る花 、同時的時間の中で見 られ る花 は、冬で も決 して な くならない。 だか ら何

も考 えないで待 つ ことが必要 となる。そ うすれば暗闇 に光が差 して くる。そ して暗闇か ら

解 放 され る喜び を、冬 に見 る春の風 景で描いてい るのであ る。 これ は真冬の最 中にあ って

も心眼 にみ ることので きる春の景物のイ メー ジ、い うなれば 「静止点」 に身 を置いた と き

に見 える時間の同時性 の世界であ る。冬 は闇で、春の景物が光 を代弁す る。闇の 中で も光

が見 えて くる こ とを詩 的 イメ ージで 表現 した もので あ る と考 え られ る。 これ と同 じイ

メー ジが 「ドライ ・サ ルベー ジズ 」 において、"Thewildthymeunseen,orthewinter

lightening"(TheDrySalvagesV,190)と 繰 り返 され、 ジ ャコウソウ と冬 の稲妻 が、時

間の中 にあ って時間の外 にあ る瞬間、至福 の瞬間の意味 を強めてい る。 これ は非時間の世

界 と時間の世界の交差点、つ ま り静止点の表象であ るとい える。

さらに、「リ トル ・ギデ ィ ング」 で は、冬の最 中であ るが、眼 をつむ ると春 の風 景が心

に蘇 って くると、次の ように述べてい る。
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Midwinter spring is its own season 

Sempiternal though sodden towards sundown, 

Suspended in time, between pole and tropic.  C...1 

Stirs the dumb spirit: no wind, but pentecostal fire 

In the dark time of the year. Between melting and freezing 

The soul's sap quivers.  DJ 

    This is the spring time 

But not in time's covenant. Now the hedgerow 

Is blanched for an hour with transitory blossom 

Of snow, (Little Gidding I, 191)

真冬に見る春は、永遠の季節である。 これは日寺問の中にない春、心眼にのみ映る別格の春

である。極地 と熱帯の問にあって時間の中に宙づ りになっている真冬の春は、いつでも思

い浮かべ られるのだから永遠の春 と言える。冬の短い昼間は、寒 く無風状態で、生命の躍

動は感 じられないが、悠久の春の心象を得たエリオットの魂は喜びに満ちている。本来な

ら6月 の聖霊降臨祭の火が、真冬の空に白い光を放っている。これは季節の循環を超えた

春の永遠のイメージである。生垣 に一時咲 く雪の花は、芽 ぐみもせず瞬時に咲 く花であ

る。心で見る春は、継起的時間には含 まれない季節である。季節の循環の春にサ ンザシの

白い花が咲 くイメージと、現実の冬に生垣に雪の花が咲 くイメージとが2重 写 しに描かれ

ている。真冬に心で見る春は時計的で直線的な季節から隔絶 した永遠の季節である。春の

心象風景は四季のなかで他の季節 と関係を持ちなが ら存在する春ではない。心の中に存在

する永遠の春である。

エ リオットは冬の午後、 リトル ・ギディングの村の教会で、古来から捧げられてきた祈

りを肌で感 じ、次のように述べる。

We are born with the dead: 

See, they return, and bring us with them. 

The moment of the rose and the moment of the yew-tree 

Are of equal duration.  [...] 

    So, while the light fails 

On a winter's afternoon, in a secluded chapel 

History is now and England. (Little Gidding V, 197)
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この一節 の意味は、バ ラの瞬間 もイチ イの瞬間 も同 じ長 さで、人 は死者 と共 に生 まれ、過

去 の亡霊 は帰 って来て、われわれ を連れて くる。歴史 は過 ぎ去 った もので はな く、今 ここ

英 国 にあ って過去 の人 と語 りあい、彼 らの生 を併せて生 きてい るのであ る。ス ミス によれ

ば、 イチ イは死 を表す 。14バラ とイチ イは、 それぞれ生 と死 を表 し、バ ラの瞬 間は、あ っ

とい う間 に過 ぎ去 る青春 の ひと時、 また イチ イの木の瞬間 は、死後の時間であ る。た とえ

一瞬で も、人生の意義 を感得す るな らば、その体験 はあ らた な生命力 を得て現在 に生 き続

け るのであ る。死 者 は生者の なか に生 き続け、その生命 は幾世代 に も及ぶのであ る。人間

は"Nottoofarfromtheyew-tree"(TheDrySalvagesV,190)と 、 イチ イの木か らほ

ど遠 くない場所 で土 に帰 る。 イチイ は生命 力の強い木で墓地 に植 え られ、死 を象徴 す る。

エ リオ ッ トは、 「リ トル ・ギデ ィ ング」 で イ ング ラン ドに帰 って くる。 そ して今 一度、

現 在か ら過去 を見 る。第二次世界 大戦 の崩壊 か ら、17世 紀 の内戦 によって引 き起 こされ

た崩壊 を振 り返 る。 リ トル ・ギデ ィングの教 会 は、かつて英国国教 会の宗教的 な共同社 会

が存在 した ところであ る。 ここでエ リオ ッ トは、"nowandinEngland"と 精神的 な巡礼

の終 りを知 り、死 者 との対 話 によって過去 の亡霊 との繋が りを感 じる。教会 にイ宇んで故人

た ちの熱 烈 な祈 りを肌 で感 じ、 ここに探 求 した静 止点が あ る と確信 す る。 エ リオ ッ トは

"th
edrawingofthisLoveandthevoiceofthisCalling"(LittleGiddingV,197)に 従 っ

て探 求 を続けたが、すべての探 求が終わ った と き、元の出発点 に到達 し、その場所 を改め

て知 ることにな る。

継起 的時間の外 にあ る永 遠の時間の探 索の過程で、四季 の花 の イメージが文脈 に色彩 と

香 りを添 える。真 冬の生垣 は、束の間の雪の花 で一時間 白 くなる。それ は季 節の 中で咲 く

花 と同 じように美 しい。エ リオッ トは、 この心象風 景 を季 節のサ イクルの中で咲 く花 と対

比 し、花 の色香 も芳 しい5月 に生垣 が再 び白 く変 わるの を思い浮かべ る。日寺計的で直線的

で、過去、現在 、未来の順 序 を持つ時間 においてだ けで な く、日寺問の 同時存在 性の表象で

花 の イメージ を捉 えるのであ る。真冬 に見 る春 の心象風 景 は、季 節か ら離脱 した春で、継

続 的 な四季 の春 とは違い、人の心 に存 在す る永 遠の春であ る。私た ちは花 を通 して視覚的

なイ メー ジを見せ られ る。 この花の 情景か ら春 と冬が融合 す る。 この融合 はエ リオ ッ トの

巧 み な筆使 い によって文脈 に色 彩 と意味 を与 えてい る。 しか し、 さ らに生気 に満 ち、意義

を持つ永遠の夏 と しての"Zerosummer"(LittleGiddingI,191)を 求めて、エ リオ ッ ト

は探 求の旅 をす ることになる。時間 に支配 されてい るこの世界で、永遠の夏 を見 ることは

で きないのだろ うか、 とい う探 求心が静止点、す なわち非時間 と時間が交差す る点、美 し
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く光 り輝 く世界を感知 させるのである。

『四つの四重奏』に見る花のイメージは、自然界の花から選 りす ぐった詩的連想性の豊

かなものである。野辺に咲 く花、生垣に咲 く花、心眼で見る花などが季節のサイクルやそ

の範疇を超えて、それぞれの文脈の中で適切な意味を包含 し視覚的な伴奏になっていると

考えられる。
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